
 

 

 

 

 

 

【かぼちゃランタンづくり】 

○活動報告 

  4 月 19 日に農業高校で、高校の生徒と計根別幼稚園の児童と一緒にカボチャの種

植えを行った。みんなか計根別の活動の１つとして行うハロウィンのかぼちゃランタ

ンづくりの第１歩として実施した。まさかの釧路新聞の１面となり驚いたが、今後こ

のような活動が広がっていけば、地域の活性化や景観に興味をもってもらう足がかり

になるかと思うので、今後も皆様の協力を得て活動していきたい。今後の予定は、空

いている農地をお借りして、畑として耕し、幼稚園の児童や農業高校の生徒さんの協

力を得て、カボチャを育てていきたい。幼稚園の散歩コースとなっているので、大人

と子どもで協力してカボチャが育つ過程を自分たちでやっていきたい。その後カボチ

ャを加工し、ハロウィンに飾り付けたい。学校関係や施設と協力してどこかでイベン

トなどもやりたいと考えている。地域の人の意見をもっと聞きながら進めていきたい。 

 

【なかしべつ協働の景観まちづくりミーティング】  

○開催予定 

第 2 回：5 月 25 日（金）in 計根別 

中標津町交流センター研修室 

 

  第 3 回：6 月 7 日（木） 

中標津町役場 3 階 301 会議室 

 

  第 4 回：9 月 11 日（火）in 計根別 

中標津町交流センター研修室 

 

  第 5 回：9 月 28 日（金） 

中標津町役場 3 階 301 会議室 

 

  第 6 回：1 月下旬 

 

【まち歩きワークショップ（色さがし）】 

 ○開催予定 

中標津・計根別連日開催予定 

  第 1 案：6 月 30 日（土）～7 月 1 日（日） 

  第 2 案：8 月 25 日（土）～8 月 26 日（日） 

 ○意見交換 

・冬のまち歩きの時に全部自分で歩いて色を探したかったという意見があった。夏に

やるのであれば暖かいので町を歩いたり、何年かの取組なので町をバスで巡った後

に歩いて探す、というのでもいいと思う。個人的にはバスも歩くのもどっちも楽し

【第１回なかしべつ協働の景観まちづくりミーティング開催報告】 

◇日 時：平成３０年４月２４日（火） １９：００～２０：５０ 

◇場 所：中標津町役場３階 ３０２会議室 

◇出席者：２０名 



かった。 

・2 月にやってから、短い期間でまたやるので、冬と同じルートを通って季節での色の

違いを探すのも面白いと思う。 

・季節が変われば同じ色でも受ける印象が違うと思うので、両方の季節にちょうどい 

い色を探すというのもいいかと思った。 

・計根別ではドローンを飛ばして上から見たときにどういう色があるか、また車や観 

光バス、歩行者の目線でどう色が変わるか、というのを探すのもいいと思う。 

・ちなみにドローンは中標津市街地では使用できない。 

・中標津では様々なところで空と緑の交流拠点という言葉が出てくるが、せっかくそ 

ういう色に関する言葉を発信しているので、取組の中で考慮したらいいと思う。 

・前回は時間が短く、バスルートも省略したところがあったので、もっと時間をかけ  

て回りたい。 

・バスだと短くて、徒歩だと長い距離だと、自転車など使えばゆっくりたくさん見ら  

れるかなと思った。 

・結果としてすぐに中標津の色を決める、ということではなく、印象に残った色など  

を挙げることになると思う。 

・人工物と自然物の色が違う、また人工物の中でも素材の色とペンキの色で違う。そ  

ういうものを見ていくことで、何が重要かということに気が付いたりすると思う。

単純にどのペンキを使うかというレベルの話ではないと思う。 

・普段電動自転車を利用しているが、ある程度のお年寄りなら大丈夫だと思う。 

・町内の循環バスを使えないか。組み合わせるなど。 

・みんなで同じ場所を見るのもいいが、出てくる感想も大体同じになるので、班分け  

をして別の場所を見て回り、最後に班ごとに発表をすれば掘り下げたものを共有で

きるのではないか。班ごとでバスに乗るなど考えられる。 

・景観アドバイザーとして千歳市の子どもまちなみ探検隊というのを実施しているが、

過去に子ども 5 人ほどの班で付き添いの大人と一緒にバスに乗って景観をチェック

するという取り組みを行ったこともある。 

・まち歩きの日程は外崎先生の都合があるので、第 1 案と第 2 案で考えている。決ま

り次第みなさんに報告する。 

・循環バスを使えば乗り方の勉強にもなる。東中の町内会で確かやっていた。 

 

【景観学習】 

 ○開催予定 

  中標津東小学校、中標津小学校、計根別学園で実施予定（日程調整中） 

 ○概要説明 

   かなり前に街づくり推進係から次世代に中標津の基幹産業である農業の豊かさを

伝えたいということと、豊かな自然と共存しているということを伝えたいという話

をいただいた。街づくり推進係と教育委員会が一緒になり、そこに景観ネットワー

クが入った３者で検討して、中標津町としての教育とまちづくりの方向性が一致し

たような景観学習を組み立てた。まずは西町と川西の町内会の子ども達を集めてプ

レの試みの授業をさせていただき、その年の９月に西竹小学校の児童を相手に景観

学習を実施、そして 2 年前に計根別学園でやりました。昨年度は中標津東小学校に

もお声かけていただき、N-CAN の本間さんと新谷さんにファシリテーターをお願いし

た。我々としては町民の皆さんに引き継いで開催していただければと考えている。



その第１回目という形で今回は参加してもらいたい。東小学校での景観学習をメデ

ィア We で見て、中標津小学校もぜひやってくれと教育委員会に依頼があったので、

２校の予定だったが３校で実施することとなった。ぜひご協力していただきたい。

景観学習に使用する模型の用意や印刷作業が児童数に応じて作らなければならない

ため、また多ければ多いほど子どもたちを見る大人が必要になっていくので、ぜひ

今年はみんなかのメンバーに手伝っていただきたいと思っている。 

 

【沿道景観調査】 

 ○概要説明 

尾崎元町長が中標津の農業景観を基幹産業を支える付加価値にしようと考え、それ

から農家の皆さんが素晴らしい農業景観を作り上げてきたが、一方で看板や携帯電話

基地局など生活に必要なものがドンドンと出来てきて雑然としてきたので、それらを

キチンと住み分けられるように沿道景観を記録してみようという試みを始めた。昨年

は N-CAN や E-PhotoClub の協力を得て進めた。実施日は武佐岳や阿寒岳がよく見える

9 月ごろと考えている。 

 

【景観整備機構先進地視察】 

○概要説明 

みんなのなかしべつプロジェクトは景観整備機構の準備段階ということで、すでに

景観整備機構として活動している先進地の視察を行う。 

 ○スケジュール 

5/13 特定非営利活動法人京都景観フォーラム 

5/14 公益財団法人京都市景観・まちづくりセンター 

5/14 宇治市都市整備部歴史まちづくり推進課 

5/15 公益社団法人静岡県建築士会 

5/16 公益財団法人練馬区環境まちづくり公社みどりまちづくりセンター 

 ○意見交換 

・今後やっていく個人的な活動として、映像関係やガイドなどを考えているが、その

自分のやりたいことというのが景観やまちづくりに関わる部分が多いということで

お声かけいただいた。すぐになにかをアウトプットできる状態じゃないが、長期的

に考えて自分のやりたいことや地域のためにつながっていけばいいと思っている。 

・宇治市では都市計画マスタープランと景観計画を連動させているということなので、

どのようにして行っているか聞きたいと思っている。 

・今回の視察をきっかけに、果たして本当に中標津町に景観整備機構が必要なのか、  

ということを考えてほしい。自治基本条例の時に本当に必要かどうかという質問があ

り、その時に話が止まってしまったことがあったので、個人的には景観整備機構はあ

ればいいと思っているが、間違いなく必要だという思いで帰ってきてほしい。 

・立ち上げるのはいいが、実際にやっていけるかというのが大事だと思う。収益など、

そういった部分が今回の視察で見えてくるといいと思っている。 

・景観学習などの現在やっている事業が将来的に景観整備機構の仕事となってくれれ 

ばいいなと考えている。 

 


